
巻 頭 言

学 長 荒 川 正 昭

大学 は真理を探究す る学問の 府で ある+ と言われますが ,
我々 教員もそ の職務は何か

と問われます ｡ 教授 に就任して 挨拶をしますと, 皆さんは必ず ｢ 教育と研究の 二 つ を車の

両輪の 如く大事 に したい+ と言われ ます ｡

私の ような医学部の 臨床医学講座の 教授 は, 医師で ありますの で ,
｢ 臨床 と教育 と研究

の 三本柱で あります+ と申 します｡ 最近はだい ぶ変わ っ て きま したが ,
か つ てそ の実態は ,

｢ 一 に研究 ,
二 に研究,

≡
,
四 がなくて , 五 に研究+ で あり, 教育は無視されて い る とい

う厳 しい 批判もあり ま した ｡

しか し, それで はい けない ｡ 大学 は教育の 府で もあります ｡ 先生方の 職名は ,
｢ 教授+

教え授ける ,
｢ 助教授+ 教え授ける こ と を助 ける , 或 い は, ｢ 講師+ 講義を行うとい う職

名を頂い て い るわけで ありますから, 教育 は研究に劣 らず重要で ある と考えます ｡

自分自身を振り返 っ て み ます と ,
｢ 文部教官+ に なりましたの は, 昭和 4 5 年 で ありま

して
, 昭和 3 5 年に大学 を卒業 してから 1 0 年後に ようやく公の 身分を得たの で あります ｡

そ の 頃は, 実際に教育の こ となどは, 全く考えて い なか っ たようで す｡ 自分は医師で あり ,

現場の 職人で あり, 研究者で ある と思 っ て おり , 病院と学会だけが自分の 舞台で した｡ 教

える学生に対 して は ,
｢ 私自身が

一

所懸命 して い れ ばそれで 良い ｡ 学生は , 私 の 背中を見

てくれれば良い+ とい っ た気分が多分に ありましたし , 現在で も, 大学に はそうい っ た気

風が残 っ て い るかも知れません ｡

実際に教員の 選考を行う際には, 勿論 , 研究業績は十分 に検討 しますが , それ以外に ,

人柄で ある とか , 管理 ･ 運営能力な どもみ るわ けです ｡ 私がおりました医学部で は,
これ

に加え て優れ た臨床医で ある とい う こ とが あり ま した｡ 患者さ ん を的確 に診 る こ とが で き

る , 手術が上 手に出来る とい うこ とで す｡ 手術がで きない 外科医で は, どんな に英文 の論

文が多くとも, 話 にならない わけで あります ｡ 人を選ぶ とい う こ とはなかなか難 し こ とで

すが , 従来で あれば, 研究だけや っ て い れ ば良か っ たの ですが ,
これからは教育 へ の 姿勢 ,

教育の 能力も大切で あるとい う ことが言われて きて い ます ｡

私自身は , 自分が 一 所懸命患者さんを診察して い れば, また講義をして い れば, それ を

見て い る学生達は,
立派 に育 っ てく れる と思 っ てお りま した｡ と こ ろが , 昭和 4 7 年に新

設の私立医科大学で ある川崎医科大学に赴任 しま した と ころ , そ こで は学長先生以下全て

の 先生方が , ｢ 医学教育学+ を勉強 して い て , 学生により良い 医学教育 を行 うため に , 大

変な努力をして い る こ とを目の 当たりに して , シ ョ ッ クを受けました｡ 私 の 最初の 講義 の

時 ,

一

番後ろ の 席に学長先生が座 っ て おられ 講義終了後 に先生から呼ばれました ｡ そし

て
,

｢ 先ほ どあなたの 授業 を聞い たが ,
私 にはよ く分からなか っ た ｡ 私が分からな い の だ

から , 学生が分かる はずがない ｡+ と怒られ ました｡ 初めて ｢ 医学教育学+ とい うもの が

ある こと を知 り, 医学教育学会 に入会 し, 医学教育セ ミナ
ー

に参加 して , ｢ 医学教育+ の

実際を学んだの で あります ｡ 最近で は,
この ような教育企画が全国的に定着 して行われる

ようになり ました ｡ 本学で は, 医学部がや っ て い る こ とは知 っ て い ま したが,
それぞれの
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学部でも行われて い る こ と と思 い ます ｡

大学の 教員は , 教員免許がなく ても教育がで きる唯 一

の 教員で すが,
｢ そ れで は駄目だ

ろう+ とい う こ とで
, 今 , 各大学におい て , フ ァ カル テ ィ

ー
･ デ ィ ベ ロ ッ プメ ン トの 必要

性が言われて い ます｡ 本学におい て も,
フ ァ カルテ ィ ー

･ ディ ベ ロ ッ プメ ントが行われる

こ とになり , た い へ ん喜んで い ます｡ ぜひ この 芽 を摘 まずに伸ば して行き
, 新潟大学の 次

代を担う優秀な人材 を育て る こ とが大事だと思い ます ｡

今日の 早朝 に行われた就職指導講演会で , 広島大学学生就職セ ンタ ー 長 の 西川教授から ,

｢ 学生の 出口 ( 就職) の 問題 は, 大切で ある+ こ と , また ,
｢ 今, 外部評価等 の 重要性が

言われて い ますが, 学生がきちん と就職で きるか否かが, も っ とも厳 しい 社会的評価で あ

る+ との お話をお聞き しま した ｡

只今 , 昨年 1 0 月 に出 されま した大学審議会の 答申を受けて , 新潟大学と して どう対応

して い くかを検討して い ると こ ろで あります ｡ これ に対 して 反対意見もあり まして ,
｢ あ

ん な答申で は, 日本 の大学 は良くならない+ との 意見がある こ とも事実で す｡ こ れ は, 国

の 行財政改革 とも関係がありますし
,
我が国の 大学を世界に通用する レベ ル に向上 させな

ければ とい う考え もあり,
さらに国の税金 を使 っ て い る国立大学が本 当に国民の ために有

効 に機能して い るだ ろうかとい う疑問がある ことに も関係 して い る と思い ます ｡ 私は今回

の 答申に対 して , 前向きに検討して対応 しなけれ ばならない と考 え
, 学内で検討 して頂き ,

1 月 に新潟大学の 将来構想としてまとめ, 全教員 へ 配付しました ｡

その中で は, 私たちの夢を語 っ て い るわけで す｡ 実は, 大学審議会の 答申が出た際に ,

国立大学長会議 に於い て 当時 の 町田文部大 臣から,
｢ 国立大学が, 今の ままの 姿で , 来世

紀に存在す る とは考 え て い ない ｡ お そ らくか なり変わ るだろう し, 変わ らなけれ ばい けな

い ｡ 場合によ っ て は
, 半分くら い の 大学は無くなるかも しれ ない ｡ 生き残るか残らない か

は
, 各大学の 努力 しだい で ある ｡ + とい う, かなり過激な発言で あ っ たの で す｡ こ の よう

な大きな変化 の 流れがある こ とは事実で あり , 各大学でそれぞれ に対応 して ほ しい との こ

とで した ｡ 私は
, 新潟大学 と して も, 積極的に対応す べ きで ある と考 えて い ます ｡

現在 , わが国におい て は
,
旧帝大を中心 として , 大学院重点化が進ん で い ますが , 文部

省はこ れで終わる と言 っ て い ます ｡ しか し
, 現実 には , そ れ以外の 総合大学の 特定の 学科

･ 学部の重点化も図られて い ます ｡
こ の ような時期 に , 新潟大学が置かれ て い る立場 を考

え ます と, 本学 の歴史 と現状か ら判断 し, 来世紀も我が国の 学際的な基幹大学 と して 活躍

で きる可能性 を有 して い る と私 は考え ます ｡ また, 新潟大学が在 る 日本海沿岸地域, 北東

ア ジ ア圏におい て も
,
地域及び国際的な拠点大学 と して 活躍で きる力を持 っ て い る と考 え

ます ｡

新潟大学が今後
一

層発展 して , 我が国の 基幹大学と してそ の 地位を保 つ ため にどう した

ら良い の か , 皆 さんと
一

緒に考 えたい とい う願 い を込めて
, あの ま とめを作成 しま した｡

ま とめた内容に つ きまして は
, 学長 の独断と偏見で あっ たり

, 突 っ 走りで ある とい う批

判もあるかと思います｡ しかし
, 私 は,

これまで私自身を育てて くれた母校 を愛する
一

人

として
, 今後 の 流れ を十分見極めて , 新潟大学 の ために頑張りた い と考えて い ます ｡

フ ァカルテ ィ
ー

･ デ ィ ベ ロ ッ プメ ン トの 一 つ で ある今日の 機会 に , 皆さ んに 一 緒に考え

て い ただき,
ご意見を頂きたい と思 い ます ｡

( 平成 1 1 年 3 月 8 日開催 第 1 回全学 F D の 学長あい さつ よ り)
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